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海洋博公園管理センター 

 

海洋博公園の熱帯ドリームセンターで、「フクベノキ」が結実し、見ごろを迎えています。 

木の幹から直接スイカがぶら下がっているように見えるユニークな果実です。 

 

【フクベノキ】 

科 名：ノウゼンカズラ科 

学 名：Crescentia cujete 

原 産：熱帯アメリカ・西インド諸島 

 

 

 熱帯の常緑高木で、花は幹から開花し、蛾やコウモリなどに花粉を運んでもらい実

が付きます。果実は直径 20～30 ㎝程の球形で、原産地では約 50 ㎝になることもあり

ます。 

果皮は堅く、中南米では儀式や踊りに用いるマラカスなどの民族楽器の材料に利用

されています。 

 ひょうたんの実で作られた器をフクベといい、そのフクベに似ていることからフク

ベノキと呼ばれています。 

 熱帯ドリームセンターでは、5月 23日時点で、直径約 14 ㎝の果実が実っています。 

茎が果実を支えられなくなると、実が落ちてしまうことがありますので、お早めにご

観覧いただくことをお勧めします。 

 

場 所：熱帯ドリームセンター 南中庭 

 

＜お問い合わせ先＞  

 

≪イベント内容・植物について≫ 海洋博公園管理センター 熱帯ドリームセンター担当 

TEL 0980-48-3624 / FAX 0980-48-3785 
≪取材・資料貸出について≫ 海洋博公園管理センター イベント・広報担当 

TEL 0980-48-2741 / FAX 0980-48-3626 

小ぶりのスイカが木の幹に？！ 

フクベノキ結実！ 

 

平成 28年 5月 23日 


